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認知症と共に歩む社会へ
9/1～ 30　にぎわいプラザ　オレンジライトアップ

　「世界アルツハイマー月間」に合わせて、認知症へ
の関心を高める取り組みの１つとして、駅前にぎわい
プラザをシンボルカラーのオレンジ色にライトアップ
しました。
　認知症は少しでも早い医療機関での受診と対応が
大切です。認知症についてのご相談は、各地区の地域
包括支援センター、在宅介護支援センターへ気軽に
お問い合わせください。

高齢介護課（☎内線589）問

 

秋の訪れを感じました
9/5　中津川マロンパーク

　9月4日に今シーズンの栗拾いが始まった中津川
マロンパークには、連日、市内外から多くの方が訪
れ、「実が３つも入ってるよ！」「いっぱいになっ
たねー！」など、園内は大いににぎわいました。
　マロンパークは、10月11日㈰まで開園していま
す。お誘い合わせの上、ぜひご来園ください。

観光課（☎内線4322）問

生徒たちが思い描く　魅力ある学校
8/21　中津川市中学校生徒会サミット

　午前の部では、中津川ライオンズクラブ様から贈
られた名刺入れなどを手に、初対面の生徒同士が笑
顔で交流し、「自分たちにできること」「自分たち
の学校は自分たちで創る」などをテーマに、意見を
交わしました。午後からは、「魅力ある学校」につ
いて各校の取り組みを発表。他校と交流したことで
刺激を受け合い、「魅力ある学校づくり」が加速す
るきっかけとなりました。

学校教育課（☎内線4231）日頃の取り組みを発表する生徒たち　 健康福祉会館たくさん拾えたね 中津川マロンパーク 問

現地学生と交流して、国際感覚を養う
8/14～19　中学生タイ研修

　市内中学生24人を中心とした海外派遣団が、タ
イのウドーンターニー県バーンラオドーングン校で、
6日間の交流研修を行いました。
　スポーツ交流として、綱引きやバレーボールで楽
しく競い合ったほか、ホームステイでは、お風呂や
トイレなど、日本の文化との違いを体験しました。

生涯学習スポーツ課（☎内線4308）問

みんなで「けいちゃん」を作りました タイ

問

中心市街地の活性化へ
8/27　勝野安和様から寄付をいただきました

　前中津川商工会議所副会頭の勝野安和様から、　
５００万円の寄付をいただきました。
　勝野様からは「中津川市が掲げるシン・宿場町構想
実現のために活用してほしい。」と寄付への思いをお
話しいただきました。勝野様の意向に沿って中心市街
地活性化のために大切に使わせていただきます。

　 商業課（☎内線4268）

勝野安和 様　 市役所

自由な発想を　木でカタチに
8/24　第50回全国児童・生徒木工工作コンクール
　　　  全国木材組合連合会会長賞　受賞報告

　次世代を担うこどもたちが、木に触れて学ぶ「木
育」の場として開催されたコンクールで、亀山大翔
さんが坂下中学校3年時（令和7年）に応募した作
品「変幻自在の引き出し」が受賞しました。　
　全国17,004点の作品の中から選ばれた26作品
の1つで、3月～8月まで、木材・合板博物館（東京
都）で受賞作品展示会が開催されました。

林政課（☎内線4031） 受賞の喜びを報告した亀山さん（右から２人目）問 市役所

問

たくさんのご支援をいただいています

　7月31日に募集を開始した「令和８年熊本地震災
害義援金」に対して、多くの方々にご支援・ご協力
をいただき、ありがとうございます。
　９月９日現在、市民の皆さんをはじめ、ワイ・
ケー・ピー工業㈱様、中央紙運輸㈱様、かやの木芸
術舞踊学園様などから、5,817,275円の義援金を
いただき、随時、日本赤十字社へ送金しています。

社会福祉課（☎内線616）

被災地へ職員を派遣しました

　８月12日から18日まで、熊本県宇城市へ職員
３人と給水車１台を派遣。老人保健施設や給水所
への運搬給水など、応急給水活動に取り組みまし
た。
　 水道課（☎内線513）問

認知症を自分ごとに にぎわいプラザ

令和８年熊本地震　被災地支援の取り組み状況

①ワイ・ケー・ピー工業㈱ 様
②中央紙運輸㈱ 様
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